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概 要

計算処理中に処理内容に合わせて、回路構成を柔軟に切り替える
ことができる「リコンフィギュラブル・ハードウェア」の研究開発に長年
従事し、世界をリードする研究成果を挙げてきた。このアーキテクチャ
は、常に最適なハードウェア構成で計算処理を行えるため、従来に比
べて、処理速度が速くかつエネルギー効率が非常に高いのが特徴
だ。また、大規模なデータ処理構造をそのまま活かして並列処理を行
うことができるので、AIコンピューティング分野と非常に相性がよい。
2018年度から、このアーキテクチャ技術を基盤として、科研費・基盤
Ｓや、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）及び科学技
術振興機構（JST）のプロジェクトで、AIコンピューティングに関する
研究開発プロジェクトを推進している。各プロジェクトが対象とするAI
コンピューティングの研究分野はそれぞれ異なるが、本研究ユニットでは、全研究分野を包括する研究開発基盤の構築を進める。将来的に
はAIコンピューティング分野における日本の中心的な研究組織へと発展させていきたい。

近年、深層ニューラルネットワーク（DNN）を中心に急速に発展し
続けている人工知能（AI）。しかし、広義のAIコンピューティングには、
DNNだけでなく、従来型機械学習、データマイニング、ビッグデータ
処理など幅広い分野が含まれる。これらの領域を横断的・網羅的
にカバーし、莫大に増加するデータを効率的に活用するためには、
それを支える従来の延長線上にはない新しいハードウェアの開発
が不可欠である。そこで、本研究ユニットでは、現在よりもエネル
ギー効率やコスト効率が格段に高く、自律性や安全性にも優れた
次世代のAIコンピューティングを実現するハードウェアの研究開発
基盤の確立を目指す。また、日本からより多くの人材がこの分野に
参画し産学連携で活躍できる場の創出を目指す。
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AIコンピューティングを加速するアーキテクチャプラットフォームの研究を推進
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お問合わせ
東京工業大学
AIコンピューティング研究ユニット

〒226-8503 神奈川県横浜市緑区長津田町 4259 J3-30
 Tel :  045-924-5653   Email : motomura@arc.iir.titech.ac.jp
Web：http://www.arc.iir.titech.ac.jp

研究ユニット設置の背景は?
従来コンピュータの計算処理は、手順に従い順番に命令を実行する“手続き型”手法をとっているが、AIにはデータ処理
構造をそのまま並列に実行する“構造型”手法が適している。一方、半導体の微細加工技術の進歩は行き詰まりを迎え
ようとしている。このような中、次世代の“構造型”情報処理を担う革新的なコンピューティング技術として、リコンフィギュラ
ブル・ハードウェアに期待が寄せられている。しかし、その実用化には、AIアルゴリズムとハードウェアが連携して機動的に
「システムアウェアなハードウェア」の研究を進める必要がある。また、その重要性を国内外に広くアピールしていくと同時
に、将来この分野を担う優秀な人材を育成していきたい。
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革新的なハードウェアの

研究開発基盤を構築して
次世代AIコンピューティング
を創成する

東工大 研究ユニット

研究目標を達成するための道筋は？
まずはこの数年間で、従来に比べてエネルギー効率が約2桁高く、高速処理が可能なリコンフィギュラブル・ハードウェア
のプロトタイピングを進める。狙いは自動車やロボット、IoT端末等の組込みシステムにおけるAIコンピューティングエンジ
ンであり、これらを活用したエッジコンピューティングである。発展し続けるAIアルゴリズムの方向性を予見し、新しい発想
を柔軟に取り入れていくためのメタレベルのアーキテクチャが重要であり、ソフトウェアとハードウェアが連携した研究基
盤の構築も並行して進めていく。

Q 
プロセス

この研究ユニットの強みは？

世界的にAIコンピューティングアーキテクチャの
研究が活発だが、現在の主流は従来型コン
ピュータの並列化手法である。一方、リコンフィ
ギュラブル・ハードウェアの分野には日本発の独
自技術が多く存在し、世界的に見ても技術・実
績の面で進んでいる。このリコンフィギュラブル・
ハードウェアの技術を中心に、国内の他のAIに
関する研究機関や大学、企業と強固かつ広範
に連携することで、AIコンピューティング分野に
おいて、現在、高い競争力を示している海外の
国々に対し、優位性を示していくことができると考
えている。

Q リコンフィギュラブル・ハードウェア

動作中にでも、動的に回路構成を切り替えることができる
ロジック回路技術。従来のリコンフィギュラブルハードウェア
よりも更に柔らかく、よりソフトウェアフレンドリー。

1サイクルで
回路の切り替えが可能

動作時

構成情報
メモリ

回路構成部

構成情報多重化アーキテクチャ・回路方式


